


尾瀬ヶ原における地溏の拡大とその速度の測定
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　尾瀬ヶ原（標高；1,400 ｍ，長さ；6 km，幅；2 km，面積；7.6 km2）は本州最大の高層湿原で約 1,800
個の大小様々な池溏が分布している．高層湿原の多様な形態の池溏は，ケルミ－シュレンケ複合体（指
紋状パターン）の連合を通じて形成されてきたと推定されている．尾瀬ヶ原においても，同様な過程
が考えられる．岸辺の抉れ状態，池溏岸の開裂や離脱の状況，洪水による岸辺泥炭の攪乱や剥離，過
去の映像との比較，過去の池溏形態計測との比較，固定島の形成過程，水深と水生植物の分布，ヒツ
ジグサのへりなし型分布の成因などから池溏拡大に関する事象について検討した．次いで，二つの仮
定を基に池溏岸の拡大速度の推定を試みた．4 池溏の調査から平均 1.5 cm 年 -1 であると推定し，その
妥当性について検討した．

The expansion of pools and the estimation of its speed in the Ozegahara mire

Haruo Fukuhara1，Masao Nagasaka2，Eiji Fujiwara3，Seiichi Nohara4

The Ozegahara mire (alt. 1,400m，length 6 km，width 2 km，area 7.6 km2) is the biggest one in the 
Honshu in Japan，embracing about 1,800 pools. It has been estimated that morphological varieties of pools in 
peat mire are formed based on the conjugation of the bank and hollow complexes (fingerprint like pattern). We 
examined the various phenomenon expressing enlargement of pool shore such as depression under shore，
cleavage and separation of shoreline，disturbance and peeling of shore surface by flooding，comparison of past 
aero photographs，comparative morphological measurements of pools done in 1950 and 1997，formation process 
of fixed islands in pools，relationship between macrophyte distribution and bottom form and distribution of 
Nymphaea tetragona in pool margin. The rates of shoreline enlargement were estimated based on simple two 
hypotheses for four pools.
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1．はじめに

　最近の推定では尾瀬ヶ原のような泥炭地の面積（熱帯
泥炭を含む）は世界で 4.23 x106 km2 とされ，地球の陸
地の約 2.84% を占める（Xu et al.，2018）. 土壌炭素の
15-30% を埋蔵しており，炭素サイクルに関係する重要
な場所として知られている（Limpence,　2008）．
　本邦では多くの泥炭地は北海道に分布するが，本州に
おいては主に中央日本と北日本に分布し，第四紀火山地
域に分布するという特徴が知られている（阪口，1989）．
この中で尾瀬ヶ原は本州最大の高層湿原（高位泥炭地）
となっている．Sakaguchi（2005）は，尾瀬ヶ原は世界
的に見て大規模で複雑なケルミーシュレンケ複合体

（bank and hollow complex）（Sakaguchi and Sohma，
1982）が発達する最も南に位置する湿地としての重要性
を持つと指摘している．
　尾瀬ヶ原は，新潟県，群馬県，福島県にまたがる標高
約 1,400 m の小盆地をなしており，長さ 6 km，幅 2 
km，面積 7.6 km2 のブランケット型に近い高層湿原と
されている（阪口，1982； Sakaguchi，2005）（図 1）．
尾瀬ヶ原の主な微地形として，リュレ，竜宮，谷地坊主，
ブルテ，ケルミ－シュレンケ複合体，池溏が知られてい

る（小谷，1954；阪口，1989）．このうち池溏は湿原の
景観を最も代表する地形となっている．
　尾瀬ヶ原では第 3 次尾瀬総合学術調査終了時点で
1854 の池溏がリストアップされ，池溏番号が付されて
いる（金井，1999）．池溏の面積についての広範な報告
はないが，第 1 次尾瀬ヶ原総合学術調査で西條（1954）は，
中田代の 30 池溏について 80 ～ 1,240 m2 を報告し，永
坂ほか（2021）は上田代の 40 池溏について 21 ～ 4,842 
m2（固定島，浮島を除く開水面積）を報告している．
金井（1999）の池溏地図によると，最も広大な面積を有
する池溏は NN4-32 と推定され，その開水面積は 8,238 
m2である．すなわち，尾瀬ヶ原には約1,800の「大小」様々
な池溏が分布していると言える．では，この「大小」様々
な池溏はどのように形成されてきたのであろうか．
　泥炭地における池溏の成因についての基本的な考えは
Bülow（1929）により 5 点にまとめられている．（1）湖
や沼から発達したもので元の水面が残る，（2）隣り合う
ミズゴケ群落の合体による堰き止め凹地に湛水，（3）ガ
スの逸出後の凹地に湛水，（4）シュレンケからの発達，（5）
火災（落雷など）による凹地に湛水．これらを基本に泥
炭地を形成する基盤の形態や斜度，泥炭の発達状況に
よって，池溏の成立年代や様々な成立過程が明らかにさ
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図 1：尾瀬ヶ原の位置と調査池溏．A；尾瀬ヶ原の位置，B；上田代，中田代の位置，C；上田代 KA1 の調査池溏（画像 2017 年
8 月，高度 150 m），D；上田代 KA3，KA4 の調査池溏（画像 2017 年 8 月，高度 150 m），E；中田代 NA5 の調査池溏（画像
2018 年 10 月，高度 130 m），F；調査池溏の番号．番号は金井（1999）による．図（C，D，E）中の黒棒はおよその距離 100 m.
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れてきている（Foster et al., 1983; Foster et. al., 1988; 
Foster and Wright，1990; Belyea and Lancaster，
2002）．
　尾瀬ヶ原における池溏の成因について，宝月ほか

（1954）と吉岡（1954）は平坦な湿原面では hollow（少
凹地）に水が堪水し，周囲の泥炭の堆積速度との差で次
第に深度が増して池溏が形成されるとした．Sakaguchi 
et al.（1982）は起源に関して，（1）河床の跡の三日月
湖を起源とするものと（2）シュレンケの拡大を起源と
する 2 つの仮説を提唱した．宝月ほか（1954）に上記
Bülowの（1）を加えたものである．Sakaguchi et al.（1982）
は池溏堆積物と周囲の泥炭の分析からこれらの仮説を実
証し，この説は村上ほか（1999）による柱状試料の珪藻
分析によっても裏づけられた．従って，尾瀬ヶ原の池溏
の大小は，これらの起源の違いも背景にしながら考察す
べきと考えられる．
　池溏が形成された後に様々に面積や形態が変化する過
程については，pool growth（Moor，1982），pool expansion 
and coalescence（Foster and Fritz，1987），enlarge 
and coalesce（Foster et. al, 1988），convoluted and 
elongated（Belyea and Lancaster，2002）などと表現さ
れ，「池溏の連合と拡大」が想定されている．Belyea and 
Lancaster（2002）は，池溏は成立以降現在のサイズま
で拡大し続けてきているに違いないとも述べている．し
かし，拡大の過程を実際に扱った報告は多くない．
　尾瀬ヶ原の池溏についても池溏が「明らかに拡大して
いる」という論考はこれまで見当たらないが，池溏の形
態報告，起源説では随所に関連の記述が見られる．西條
ほか（1954）は「池溏の融合」，小谷（1954）は「小池
溏相互の併合」，吉岡（1954）は「多数のものが相連合」，
阪口（1954）は「池溏が融合」，阪口（1982，1989）は「連
合」と述べ，相対する池溏の一方または両方の拡大を示
唆している．本稿では二つの池溏が一つになる場合を連
合と呼ぶ．
　池溏が水平方向に拡大し，場合によっては他の池溏と
連合し，大型化していくなら，その速度はどの程度であ
るかを推定することは，池溏の保全を考える上で重要で
ある．これまで，池溏の拡大速度を推定する試みは他の
高層湿原を含めて報告をみない．
　池溏の拡大には，面積が拡大する場合と深さが増して
容積が拡大する場合がある．主に容積の拡大に関する論
考は他日を期し，本稿では面積の拡大に限定して述べる．
池溏の面積の拡大は池溏の岸が徐々に浸食していくこと
による径の変化によって起こるであろう．本稿では，池
溏の岸が浸食されて拡大していく過程を池溏岸の拡大と

して扱う．拡大に関する具体的な事象を挙げ，いくつか
の仮定のもとに拡大速度の推定を試みた．

2．方法

2．1 　調査池溏
　尾瀬ヶ原の位置と調査池溏を図 1 に示す．田代名の区
分と池溏番号は金井（1999）による．
　尾瀬ヶ原の池溏は基本的には岸が直立しているか，湖
岸が突出している（西條・阪口，1954）．池溏の岸は下
部が抉り取られ，棚状に突き出ている池溏も数多く知ら
れ，壷沼と言われる（阪口，1989）．上田代の KA1-05，
KA1-18，KA1-25，KA1-30 において池溏岸の抉れ状態
の調査を行った．KA1-13 では観察のみを行った．
　岸辺の開裂や離脱の調査を上田代の KA4-05 及び中田
代の NA5-04，NA5-83 で行った．
　洪水後の岸辺の状況の観察を上田代の KA1-18，KA1-
13，KA1-14 において行った．
　過去に行われた形態計測の比較のために，上田代の
KA1-04, 中田代の NA5-74，NA5-81，NA5-86 で池溏形
態の計測を行った． 
　上田代の KA1-05，KA1-12，KA1-25，KA1-30 におい
て池溏岸拡大速度を推定した． 
　上記池溏を含み本稿で扱った池溏の諸元を表1に示す．

表 1：調査及び観察池溏の諸元，－は未測定．
池溏 標高 1） 水深 2） 周囲長 3） 開水面 3） 肢節量

（m） （cm） （m） （m2）
KA1-044） 1408.3 170 236 921 2.19
KA1-05 1408.2 96 210 335 3.24
KA1-13 1407.4 110 22 25 1.22
KA1-14 1406.7 39 41 70 1.40
KA1-18 1406.9 41 28 28 1.49
KA1-12 1407.6 115 141 338 2.16
KA1-25 1407.3 62 141 302 2.29
KA1-30 1406.5 82 44 102 1.23
KA3-10 1404.4 101 189 765 1.93
KA4-05 1402.9 113 676 4842 2.74
KA4-25 1402.4 83 35 86 1.06
KA4-26 1402.4 93 25 34 1.22
KA4-37 1402.8 147 311 1569 2.21
NA5-04 1401.4 160 189 765 1.93
NA5-74 1401.9 - 38 98 1.08
NA5-83 1401.9 213 79 436 1.06
NA5-81 1401.8 - 74 278 1.26
NA5-86 1401.8 - 61 251 1.09
1）；�GSI Maps の基盤地図情報数値標高モデル（DEM5A）により求めた

（国土地理院，2021），
2）；水深は 3-3.5 m 沖の値 ,　3）；測定法は永坂ほか（2022）による，
4）；イタリック体の池塘番号の各値は福原ほか（2021）による．
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